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美馬市人口ビジョン1
1 人 口 ビ ジ ョ ン の 位 置 づ け

　「美馬市人口ビジョン」は国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」（以下「長期ビジョン」という）
や県の「とくしま人口ビジョン」を勘案しつつ、国や県から提供のあったデータを基に、本市における
人口の現状を分析し、人口に関する地域住民の認識を共有するとともに、今後目指すべき将来の方向
と人口の将来展望を提示するものです。

2 対 象 期 間
　「美馬市人口ビジョン」の対象期間は、国の「長期ビジョン」及び県の「とくしま人口ビジョン」と
同様に、2060 年までとします。

3 人 口 の 動 向 分 析

　本市の人口は、1950（昭和 25）年の 63,898 人をピークに一貫して減少しており、2020（令和 2）
年には、1950（昭和 25）年の約 44％にあたる 28,055 人にまで減少しています。
　また、2020（令和 2）年においては、65 歳以上の老年人口は 10,975 人であり、総人口の４割
近くを占めています。このことから、本市の高齢化が進行している状況にあることがうかがえます。

（１）人口の推移
■美馬市人口推移

【出典】総務省「国勢調査」
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　自然増減については、死亡数が出生数を上回る自然減が継続しており、その差が広がっています。
また、社会増減についても、転出数が転入数を上回る社会減が継続しています。

　このように、社会減が継続するとともに、自然減が拡大していることから、人口減少の影響度が社
会減から自然減へシフトしていると言えます。

（２）人口の動態
■美馬市人口動態

■自然増減・社会増減の推移

【出典】総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」

【出典】総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」
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　年齢階級別の人口移動では、10 代後半から 20 代後半の転出超過（社会減）が著しい状況が続
いており、特に、男性においては、減少幅は近年改善傾向にあるものの、15 ～ 19 歳→ 20 ～ 24
歳の階級に大幅な転出超過が見られます。

　女性においては、同じ 15 ～ 19 歳→ 20 ～ 24 歳の階級の男性と比較すると転出超過数は少ない
傾向にあるものの、20 歳代後半から 30 歳代にかけての転出超過が見られることから、Ｕターンの
少なさが示唆されています。

■年齢階級別純移動数（男）

■年齢階級別純移動数（女）

【出典】総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」を基に内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が作成

【出典】総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」を基に内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が作成
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■美馬市人口将来推計

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」の
2018（平成 30）年推計及び 2023（令和５）年推計を基に作成

【注記】すべてのパターンにおいて、2015 年は「国勢調査」に基づく実績値を使用し、
パターン２及び３においては、2020 年も「国勢調査」に基づく実績値を使用

4

5

将 来 人 口 推 計

人 口 の 将 来 展 望 と 目 指 す べ き 将 来 の 方 向

　以上の人口の動向分析を加味した上で、国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）
の「日本の地域別将来推計人口」に基づく本市の将来人口推計を、次の３つのパターンで比較・検討
することで、より具体的な目指すべき将来の方向と人口の将来展望につなげることとします。

　社人研の「日本の地域別将来推計人口（2023(令和５）年推計）」によると、2060 年の本市の推計人口
は 11,582 人とされており、前回（2018（平成30）年）推計における推計人口 12,832 人と比較して、1,250
人減少しています。
　国の「長期ビジョン」や「とくしま人口ビジョン」を踏まえ、本市の人口の将来展望については、平成 27
年 10 月に策定した「美馬市人口ビジョン」の考え方（合計特殊出生率「2.1」と人口移動ゼロを目指すとい
うパターン③）を踏襲するとともに、社人研の人口推計の更新を反映し、次のとおり設定することとします。

　社人研の推計がより厳しいものとなったことを踏まえ、人口減少に歯止めをかけるための効果的
な施策に粘り強く取り組むとともに、人口減少を前提とした、住み慣れた地域で安心して暮らし続け
ることができるための施策についても、強力に推進する必要があります。
　こうした施策を、後述する「美馬市デジタル田園都市構想総合戦略」に盛り込み、関係する施策
と一体的に推進することが求められます。

2018（平成 30）年の社人研の推計

2023（令和５）年の社人研の推計

2023（令和５）年の社人研の推計に基づき、合計特殊出生率が人口置換水準（人口が増
えもせず減りもせず一定となる出生の水準）である「2.1」まで上昇し、かつ人口移動が
均衡する（移動がゼロとなる）場合の推計

①パターン１

②パターン２

③パターン３

2060 年の総人口 「17,500 人程度 」
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